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＜連絡事項＞
・特にありません。
＜患者様連絡事項＞
・小笠原 美千代様～シャンプー等は本人希望でスタッフオフィス預かりと
しています。部屋にあると飲んでしまうとの事。
・内田　都影様～姉様来院し差し入れあり。（紙オムツ、洗剤、柔軟剤、

化粧水、菓子2点、飲料5本、現金4100円）
4/16（日）　10：00～15：00で外出希望。

（昼食は外で食べる）
主治医から可能であれば外泊訓練行う様にとの指示で

あったが先方の施設からは、外泊訓練は行っていないので

不要であると。また、4月中旬の退院についても、本人から

の架電で姉様が動かれており、本人荷物は既に施設に

置いており、後は退院日を待つだけの模様。
退院日まで来院しないので、今回の差し入れで終了。

本人にもきつく言い聞かせて欲しいと。
・久保　興介様～面談日4/4（火）の午後であれば可能と主治医より指示
受けた為、母様へ架電。4/4　14：00希望あり、主治医へ
再確認していく。

両親が万が一のことを考えて後見人等の制度について
説明受けたいと希望あり、西舘PSWへ情報提供。母様は
4/4の主治医面談後お願いしたいとの事。本人の兄妹が
協力してもらえるかは確認しておらず不明だと。
毎週売店日、1000円でやりくりしていたが、最近は家族
へも差し入れ依頼なく考えて私物発注伝票に記載している
ことから、母様へ1500円でやりくりしてみたい事相談し

了承。
＜要注目患者様＞
・高橋　義明様～依然として自室に新聞等の共有物の収集行為あり。説明にも
　　　　　　　　 理解乏しい。介入時、易怒性等はない。
・小笠原　文人様～ベンチに腰掛け、しきりに汗を拭っては片方ずつスニーカーを
　　　　　　　　　脱いで声を出して笑う等の行為あり。易怒性・粗暴性はない。
・中村　豊様～スタッフの気を引こうとする行為はあるが、他者を挑発する等の
　　　　　　　行為はない。
・小笠原　美千代様～10:00東病棟Bユニット1号室より北病棟301号室へ転入と
                    なる。病棟オリエンテーション実施し説明に対し静かに
　　　　　　　　　　頷いている。他者とも交流見られ幻聴などの訴えはない。

＜皮膚科診察情報＞
・小豆畑　裕介様～両足底角化症にて尿素クリーム塗布指示あり。尿素クリーム1本処方となる。
・内田 都影様～左肩甲部に発赤と腫脹、疼痛あり。ゲンタマイシン軟膏塗布しガーゼ保護の指示あり。ゲンタマイシン軟膏1本処方となる。
・太田　富夫様～特変なし。処置継続。デルモゾールDP軟膏1本処方となる。
・大山　広美様～踵の皮弁切除している。処置継続。
・小笠原　文人様～スピール膏貼布位置がずれていた為、鶏眼の根が硬いままだったとのこと。3/27（月）にもう1度スピール膏貼布指示あり。3/30（木）に切除するとのこと。
・平　京子様～痒み持続。内服継続7日分処方となっている。又デルモゾールDP軟膏2本処方となる。背部軟膏塗布する際はスタッフがまんべんなく塗布するよう指示あり。
・中川原　義雄様～だいぶ良くなっている為、軟膏は上胸部のみに塗布するよう本人へ伝えている。
・中村　豊様～落屑著明。軟膏塗布後は靴下をはくよう伝えている。尿素クリーム1本、アズノール軟膏1本処方となっている。
＜村上Dr.診察・担当患者様検討＞
・高橋　康満様～調子尋ねられると「かわりなし」と。
処方変更なし。
・中野渡　鉄男様～安静時手指振戦なし。
ヒベルナ糖衣錠（5）在庫なしの為
➡25㎎　１T　朝・夕食後へ変更。経過みるとの事。
・十日市　利喜様～調子尋ねられると「変わりなし」と。
処方変更なし。
